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オンライン開催
Zoom （定員 100 名）

日時

会場

25
14:30〜16:40

※要申込

お申込
方法

単位
付与

【QR コードから】

   右の QR コードから参加登録フォームをご入力し、 お申し込みください。

【がんプロ第 11 回公開講座サイトから】

   次の Web サイト内の 「お申し込み方法」 からお申し込みください。

    https://www.matsuyama-u.ac.jp/event/event-223966/いずれかの方法で
お申し込みください

申込締切 ： 2/22( 水 )

   参加費 ： 無料

※定員になり次第、締切とさせていただきます。
※お申込いただいた情報は適正に管理し、公開講座以外の
　目的には使用致しません。

14:30  開会の挨拶　　松山大学大学院医療薬学研究科長　天倉 吉章
14:35  講演 1（座長：松山大学大学院医療薬学研究科　田邊 知孝）
     庄野薬局　庄野 由桂　先生
  　ＱＯＯＬ（Quality Of おうち Life）の向上へ、ACPを軸とした在宅緩和ケア連携

15:15  講演 2（座長：松山大学大学院医療薬学研究科　関谷 洋志）   
 　　　   愛媛県立中央病院薬剤部　玉井 宏一　先生
     緩和ケアチームにおける薬剤師業務　～過去・現在・これからの未来について～

15:55  講演 3（座長：松山大学大学院医療薬学研究科　渡邉 真一）   

 　　　   愛媛大学医学部附属病院薬剤部　飛鷹 範明　先生
     緩和医療における薬剤師の役割　～シームレスな連携のすすめ～

16:35 閉会の挨拶　　松山大学薬学部長　舟橋 達也

お問い合わせ

松山大学薬学部事務室

TEL 089-926-7193 ( 直通 )

（平日 9 時〜16 時）

主催

中国 ・ 四国広域がんプロ養成コンソーシアム

松山大学大学院医療薬学研究科

松山大学薬学部

共催

愛媛県薬剤師会

愛媛県病院薬剤師会

松山薬剤師会

○ 日病薬病院薬学認定薬剤師制度　〔領域 Ⅲ-２ （ 1 単位） 申請中〕 

○ 日本薬剤師研修センター生涯研修として 1 単位申請中(選択制)

○ 日本臨床腫瘍薬学会認定 外来がん治療認定薬剤師講習認定 1 単位申請中

○ 日本病院薬剤師会がん薬物療法認定薬剤師の認定単位（１ 単位）をご希望の先生方は、

　　受講料として500円（振込手数料別途必要）をお振込みください。

　　(振込方法や成果報告書の提出方法については、講演会当日にお知らせいたします）


